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話し合いを通して視座は広がる 

                                                                    校長  鎌 田  香 

１０月も２０日を過ぎると、途端に寒くなってきました。急激な気温の変化に、ややついていけない自分の体です。１０

月は、秋雨前線が消えて晴れの日が増える一方、朝晩の冷え込みが強まって気温差が大きくなるのが特徴です。こ

の気温の変化で、そろそろ紅葉が始まりそうです。季節の移り変わりをより感じられるようになりますね。 

 さて、先日、ホワイトボード・ミーティング🄬公認講師の横山弘美先生をお招きし、講習会を行いました。 ホワイトボ

ード・ミーティング🄬とは、ホワイトボードを活用して進める会議の方法です。ファシリテーターが参加者の意見をホワイ

トボードに書くので、何を話し合っているのかが明確になり、効率的、効果的に会議が進みます。ホワイトボード・ミーテ

ィング🄬は体系的なファシリテーション技術です。繰り返し練習をすることで上手になります。３回目となる今回は、「９

年生の卒業に向けて気持ちを伝えるプロジェクト」について話し合いました。７年生と８年生の３名で、最初は振り返り

として「秋といえば」について話をしました。７年生は「食欲の秋」と答えました。「もっと詳しく教えてください。」というフ

ァシリテーターの問いかけに、「栗ご飯」という答えが返ってきました。ところが、「エピソードを教えてください。」という

問いかけには、なかなか言葉が出ず、心配したのですが、「学校の給食で食べた栗ご飯がとても美味しかった。」と答

えました。「そうだったんだ。想像もしなかった。学校給食の栗ご飯だったんだ。」と新たな発見がありました。エピソード

を聞くことで、同じ答えであっても人それぞれの思いや考えを聞くことができます。本題のプロジェクトについては、多く

のアイディアが出されました。プロジェクトのゴールでは、「これまでの思い出を

振り返り、このプロジェクトが９年生にとって、新しい思い出になるようにしたい」

「最後は笑顔になれるようにしたい」という意見に収束されました。「プロジェクト

のアイディア」も、最初は昨年のアイディアから話が始まりましたが、９年生のこと

を考え始めることになる意見が出され、最後は「えーっ。こういうことなの。」と思

う意外なアイディアで収束しました。この話し合いは９年生には秘密なので、こ

れからのお楽しみです。 

 また、１０月２５日には、生徒も加わり、兵庫教育大学の澤野幸司教授をお招きし、熟議を行いました。「大谷の良さ

（魅力）について考える」という題で自分の考えを共有しました。先生は「なぜ、良さだと思ったのか、その理由も語っ

てほしい。自分のストーリーを語ることで、同じものを良さだと思っていても違いがわかる。」とおっしゃられました。熟議

では、生徒・先生・保護者・地域の方々が混じったグループで話し合いました。一人一人が熱く思いを語り、共感し合

ったり発見があったりして、有意義な時間を過ごすことができました。 

生徒の振り返りは「先生や保護者、地域の方々がどういうところを魅力に思っているかを知って、その魅力をこれか

らも守っていきたいと思った。また、魅力は『自然』『人』とかで終わるんじゃなくて、自然のこういうところ、人のこういう

ところ、というふうに考えるとたくさん意見が出るんだなって思った。」「『食』や『文化』という点でも魅力ってあるんだ

なと思った。」「おおまかな地域の良さを具体的なものにしていく事によって、他の人々との共通点や相違点を知るこ

とができて良かった。また、地域の方を含めて熟議を行うことで、私たち

にはない視点もあって面白いなと思った。」というものがありました。 

今後も、保護者の皆様、地域の皆様、大谷小中学校の児童生徒の学

びを支えていただきますようお願いいたします。 

 

 

■ 第１０回文化祭～ご来場をお待ちしております。 
   １１月８日（土）９：００～１２：３０ 本校体育館 

 第１０回目となる文化祭を行います。「少数最強～文化祭編～

みんな盛り上げちゃってごめん♡」のスローガンをもとに、４人が

様々な準備に取り組んでいます。ＰＴＡ企画では、地域の皆様に

も参加していただき、一緒に盛り上がりたいと考えています。 

９：００  ☆開会式 

９：１０  ☆学習発表「大谷ガチャ＆人の輪プロジェクト」  

９：４５  ☆English Speech Festival 

「砂取節」晃史さん・アメティスさん 

「塩田体験」しゅりさん 

「鯉のぼりフェスティバル」美冬さん 

１０：１０  ☆合唱・リズムアンサンブル 

合唱 「♪ ルージュの伝言」 

「♪ Yes ！！」 

リズムアンサンブル 「♪ Bodipa Beats Z」 

１０：３０  ☆祭ばやし 

１１：１０  ☆PTA企画      「♪ どんなときも。」  、「♪ やさしさに包まれたなら」 

１１：４０  ☆バンド演奏 「♪ Shake it off」、「♪ 学園天国」 

１２：１０  ☆閉会式  

■ 稲刈り体験   ９月２７日（土） 

５月にみんなで田植えをした黒米が実りました。晴れ渡った天気の中、みんなで稲刈

りをしました。稲を束ねてわらで結ぶことは昨年も経験したこ

となのですが、なかなかうまくできず、苦戦しました。それでも

協力して、稲架（はざ）にかけ終わったときは、満足感でいっ

ぱいでした。10日ほどで乾くということです。１１月には、この黒米を使って、地域の

方々とともにおはぎ作りをする予定です。 

１１月 行事予定 旧暦11月を『霜月（しもつき）』と呼び、現在では新暦11月の別名としても用いています。「霜月」は文字通り霜が降る月の意味です。 

1 土  11 火   21 金 テスト範囲発表 

2 日   12 水  22 土  

3 月 タウンミーティング 13 木 アスリート派遣事業（３・４限） 

珠洲市建設業協会現場視察（８年） 
23 日   

4 火 安全点検・街頭指導、卓球教室 

教育ウィーク学校公開（～７日） 
14 金 黒米おはぎづくり講習会（６限） 24 月   

5 水 全校朝会 15 土  25 火 ■児童生徒会 

6 木 全校集会、授業参観・給食試食会 

情報モラル講演会 
16 日   26 水 学教研 

7 金 文化祭準備 17 月 
街頭指導 

舞台芸術等総合支援事業（５・６限） 
27 木 学教研（事務） 

8 土 文化祭（本校） 18 火 ９年生学力テスト（国理英） 28 金 ■児童生徒集会 

ＳＤＧｓ学習取組報告会 

9 日  19 水 ９年生学力テスト（数社） 

人の輪（黒米おはぎづくり） 
29 土 県PTA大会（地場産） 

10 月 振替休業日 20 木 市中学生英語スピーチコンテスト 

（宝立小中学校） 
30 日  

大谷小中学校だより N０.７ 
令和７年１０月２８日 

珠洲市立大谷小中学校 

 



■ つばき保育園訪問   １０月３日（金） 

  ９年生が、家庭科の授業として、三崎中学校の３年生と一緒につばき

保育園へ訪問に行きました。先にオンラインでの交流授業で打ち合わ

せしていたこともあり、協力してスムーズ

に進めることができました。中学生の皆さ

んも始終にこやかに対応し、園児たちは

思いっきり楽しんでいました。中学生が考えた遊びは、３種類でしたが、どれも盛

り上がり、「え～っ。もう終わりなの。まだやりたい。」という園児たちの声がたくさん

ありました。今後、この訪問で学んだことをまとめ、文化祭で展示する予定で

す。            

■ 全能登新人卓球大会   １０月４日（土） 
 全能登新人卓球大会が穴水中学校体

育館で行われました。本校、７年生男子は、

１回戦で惜敗しました。スマッシュを決める

場面もありましたが、一歩及ばずでした。７

年生女子と８年生女子は、１回戦に勝利し

ました。２回戦は、２人とも惜敗し、サーブレシーブとフットワークに課題が残りました。来年度、春の大会に向け

て、課題を解決できるように練習します。 

■ 出張マイクライベント  １０月７日（火） 

大谷ループと烏川大橋の被害状況と近隣での法面対策工事の見学を行いました。令和６年能登半島地

震発災後、見ることができなかった被災個所を自分たちの目で確かめる大変良い機会となりました。被害の

甚大さや道をつなげることの重要性について学ぶことができました。その後、VRを活用した工事体験を行いま

した。ドローンで撮影した３６０度映像により、日常では見ることのできない視点で工事現場を見学することが

できました。最後にマイクラ体験を行いました。大谷地区を舞台としたマイクラでは、土砂を取り除くことで道づ

くりを疑似体験することができました。 

■ 人の輪   １０月９日（木） 

今回の「人の輪」はペタンクでした。地域の方々がペタンクで交流し、体を動かせ

るように、生徒が主体となって運営を行いました。学校の体育館に訪れた方々の中に

は、「ペタンクってどんながかわからんから、見に来た

わ」という方もいらっしゃいましたが、生徒たちの説明の

後はみんな一緒に競技をして楽しんでいました。地域の方々の感想には「学生さんと

楽しめてよかったです。」「誰もが参加しやすく、体を動かせるのでよかったです。」「ど

うやって説明するかなど子どもたちが考えたうえで進めていただき、うれしかったで

す。」というものがありました。とても盛り上がり、みんなが楽しめる時間となりました。 

■ 睡眠講話   １０月９日（木） 
上級睡眠健康指導士の伊東和博さんを講師にお招きして、生徒・

保護者を対象に睡眠講話を行いました。睡眠は健康・学力・技能にと

ても良い影響を与えることを、さまざまな実証実験や本校の生徒のア

ンケート結果などをもとに話していただきました。生徒からは「今まで

『睡眠は大事』と言われていたけど、なぜ大事なのかという具体的な

部分は知らなかったので今日の話はとても良かった。」「遅く起きるの

は休日での特権だと思っていましたが、平日と休日の起きる時間が違うと体内時計が乱れると聞いて、できる

だけ同じ時間に起きようと思いました。」という振り返りがありました。また、保護者からは「睡眠も『練習』だと

思い、明日から行動。チャレンジです。」という振り返りがありました。 

■ 地震・津波避難訓練 １０月２１日（火） 
地震に備えたシェイクアウト訓練と津波を想定した避難訓練を行いました。今

回は事前に知らせず昼休みに地震が起きたという想定で行いました。真剣に取

り組み、津波に備えて高山に登りました。今回の訓練の反省を生かして備えてい

きたいです。 

■ 音楽の交流学習 １０月２３日（木） 
東京より緒方まゆみ先生を講師に迎え、三崎中学校の生徒の

みなさんと一緒に音楽の交流授業を行いました。互いに文化祭で

発表する合唱の披露という交流を行いました。それぞれの良さを

感じることができました。また、自分たちの課題を見つけることもで

きました。その後、緒方先生とは、音楽を楽しみ表現力を高めるワ

ークショップを行いました。音楽に合わせて手をたたいたり、歩いたりする中で、体で音楽を表現する楽しさを

体験しました。声の出し方や歌い方を学び、最後は「ありがとう」という言葉をカデンツァで合唱して締めくくり

ました。 

■ JOCジュニアオリンピックカップ第５６回Ｕ１６陸上競技大会  
三重県で行われた上記の全国大会に９年生が出場しました。 

１０月７日（火）、珠洲市長さんのところに表敬訪問に伺い、「目標は２つあります。１

つ目は、３２m 以上の記録を出すことです。２つ目はベスト８に残り、決勝に進むことで

す。」と力強く決意を述べました。市長さんからは、「珠洲市から全国大会へ出場するこ

とは素晴らしいことです。スポーツでがんばる姿は、復興の力になります。ぜひ、力を出

し切って頑張ってきてください。」との激励の言葉をいただきました。１５日（水）には、

７・８年生から健闘を祈って手作りのお守りが手渡されました。「目標を達成できるよ

うにがんばります。」と述べていました。気持ちが温かくなりまし

た。１７日（金）、大会本番。結果は、記録２８ｍ６５で、22 位でした。しかし、各県からの代

表が集まった中、自分の力を出し切り、よく頑張りました。たくさんの皆様からの応援があ

っての全国大会出場でした。本当にありがとうございました。 

表 彰   おめでとうございます！ 

【税についての作品】        作文の部     川端 晃史 

【珠洲市児童生徒絵画作品交流会】  優秀賞（市代表） 川端 美冬  村上 アメティス 

優良賞      水上 しゅり     


